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&

OSUMI NEWS
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■ 藤田代表取締役より一言
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■  4月度 安全目標

①無理な動作による災害の防止
②体調管理の徹底※寒暖差・暑熱順化

③通勤・交通災害の防止

・4月の安全衛生行事

●春の全国交通安全運動(4月6日～4月15日)
●世界保健デー(4月7日)
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■ ヒヤリハット報告
・クレーン付台船で陸側からウェルダーを吊り旋回していた時、

タグボートの航跡波で吊り荷が振れてヒヤリとした。

【改善・対策】

・波や船がこないか1人見張りをつけ、介錯ロープを2本にし、旋回時の

吊り荷はできるだけ低くするようにした。

【コメント】

・海上作業での動揺は想定可能なリスクです。事前KYで対策を明確

 にしましょう。
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・弊社従業員が私用(通院)で社用車を運転中に接触
事故を起こした。

・自動車運転手の脇見運転(対向車に気を取られ車道左側を
走行中の自転車に気付かなかった)。

・全方向に対する注意を怠らない。
・該当者は今後(無期限)車両の運転を禁止とする。

【発生状況】

【概要】

【対策】

■ 安全環境部より①【交通事故周知】

【原因】

・相手方自転車の右側サドル背もたれ部に接触して転倒し、
右側頭部を打撲。また、転倒の際に着いた右手を痛めて
おり、救急搬送され病院にて精密検査を受診。
⇒精密検査の結果、異常等は無し。



■ 安全環境部より➁
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■ 海事・工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・ケーソンから着火船に乗り移る際に、足を
捻った。
(左第2・3中足骨骨折：休業1日)

・船舶に乗り移る時に、うねりを受け船体が
下がったため、タイミングを見誤った。

・ケーソンからの渡りに、乾舷の低い着火船
を使ったため、ケーソンとの が大きく
なり、乗降が難しかった。

・海上工事経験が浅い作業員に、船舶乗降時の危険ポイントと対策を
再教育する。

・上部工等作業の陸上作業員が船舶で海上を移動する際は、原則として
の高い船舶を利用する。

【概要】※無理な動作による災害

【原因】

【対策】

高低差

乾舷



■ 総務部より
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■ 新入社員紹介
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■ 周知・依頼事項
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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